
No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

神永 内線 2219

統計法

事務事業名 工業統計調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

事務事業分析シート（平成28年度）

主要事業 事務事業コード 03-01-16 戦略プラン 協働 業務 財務 人事

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-74 工業統計調査

終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 明治42 年度 根拠

法令等

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

経過

明治４２年に第一回目の調査が行われ、その後、大正９年から毎年実施されている。
昭和５６年以降は、本調査については西暦年の末尾が０年、３年、５年、８年は全数調査年（すべての製
造業が対象）とし、それ以外の年は原則、従業者４人以上の事業所が対象であったが、平成２２年調査よ
り調査対象が従業者４人以上の事業所のみに変更となった。２３年度については経済センサス－活動調査
の実施年のため調査を実施していない。平成２７年工業統計調査は中止し、平成２８年経済センサス-活動
調査において必要事項を把握する。次回の工業統計調査は平成２９年６月１日を基準日とした、平成２９
年工業統計調査として実施される予定である。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査日程　　調査員説明会（５月中旬）→調査票配布（５月下旬）→調査票回収（６月上旬）→調査票提
出（６月中旬）→調査票審査（７月中）→区から都への調査票提出（８月上旬）

目的

工業の実態を明らかにし、工業に関する施策の基礎資料を得る。（経済産業省所管）

対象者
等

製造業を営む従業者４人以上の事業所を対象に実施。

内容

「経済センサス－活動調査」の前年等を除き毎年実施。調査基準日は６月１日。
●調査員選任方法：原則、町会長に推薦を依頼。町会の区域を跨る調査区や事業所の少ない調査区等一部
は登録調査員を任用。
●調査員１人当り１１～１２事業所を担当。
●調査の種類
　ア　甲調査（従業者３０人以上の事業所）　　　イ　乙調査（従業者４人以上２９人以下の事業所）
●主要調査事項
　ア　事業所名、所在地　　　　　　　　　　　　　　　オ　従業者数
　イ　本社または本店の名称、所在地　　　　　　　　　カ　現金給与の総額
　ウ　経営組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　製造品の出荷額、商品仕入額（合計額）
　エ　資本金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　作業工程等

26年度 27年度 28年度

1,922 0 0
1,539

6,241

3,977

予算額 4,242 0 3,335 3,335 3,356 0 0
①決算額（28年度は見込み） 1,983 0 1,933 2,071

③減価償却費 2,760 0 2,549 2,366 2,276 683

合計（①＋②＋③） 11,248 0 9,343 8,361 8,175 2,222 0
70 70 20【事務分担量】（％） 95

特
定
財
源

国
都 統計調査等区市町村交付金 1,979 0 1,925 2,006 1,934 0

79

②人件費等 6,505 0 4,861 3,924

2,222 0

その他

0

実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
一般財源 9,269 0 7,418 6,355

指導員数
調査員数 45 ‐ 46 43

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

0

調査対象事業所数 704 ‐ 768 547 487 ‐ ‐
26年度 27年度 28年度

42 ‐ ‐
3 ‐ 3 3 3 ‐ ‐



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

賃金 臨時職員賃金 36
未実施報酬 調査員・指導員報酬 1,799 未実施

旅費 調査員・指導員費用弁償 65
需用費 消耗品等 5
役務費 郵便料 17

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明
25年度 26年度 27年度

28年度
見込み

目標値
(28年度)

・町会が推薦する調査員については高齢化の進行、町会内事業所の減により調査員あたり受持件数（交付金算
定時に東京都から掲示）を維持できない町会の出現、等の要因により、地域の実情に詳しく、地域事業所との
信頼関係を構築してきた町会推薦調査員の確保が難しくなりつつある。
・一方、町会の区域に関わりなく活動できる登録調査員については、上記理由による町会調査員からの調査区
引継ぎや、従来から受け持つ調査区における事業所減のため、一人あたり総受持ち件数が以前と変わらなくて
も、担当調査区は増加してきており、調査区域拡大による負担が増大しつつある。
・対象事業所から、調査に関する協力を得られないケースが増えてきている。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

指
　
　
　
　
標

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により基幹統計は地方公共団体が処理する事務とさ
れ、本調査は製造業を営む区内全事業所を対象に工業に関する基礎資料を
得るため継続実施しなければならない。

問題点・課題の改善策

平成２９年６月の調査実施に向
け、個人情報保護や調査の安全確
保等を重視した調査員用資料の作
成等を実施する。

平成２８年経済センサス‐活動調査
実施に伴い、同２７年工業統計調査
が中止されたため、実施せず。

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

安全で精度の高い調査となるよう、
引き続き調査員説明会や実査におい
て、調査員を指導する。



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

事業所件数（調査実数） 6 5 7 12 10 12 9
26年度 27年度 28年度実

績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
3,228 0一般財源 4,591 5,245 3,546 1,881 2,483

その他

434都 統計調査等区市町村交付金 343 351 350 352 357 359

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 4,934 5,596 3,896 2,233 2,840 3,587 434

30 40 50
1,707③減価償却費 1,888 2,488 1,775 1,014 1,300

②人件費等 2,704 2,754 1,768 868 1,183 1,522
①決算額（28年度は見込み） 342 354 353 351 357 358 434
予算額 377 381 384 380 381 381 434

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 65 80 55

経過

昭和28年から毎年実施。平成25年の調査区域は、西尾久1丁目及び東尾久5丁目の一部。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

・調査員が対象事業所を訪問し、調査票の記入依頼の上、当該月の翌月に収集する。
・毎年12月上旬、調査員に翌年の調査区域、事業所名、件数等を説明し、対象事業所に依頼をする。

目的

商業統計調査の補完的役割をし、商業を営む事業所及び企業の販売活動の動向を明らかにするために行う
ことを目的とする。消費の動向を販売活動の面から捉え、景気の動向を把握する。（経済産業省所管）

対象者
等

毎年、経済産業大臣より1調査区が指定され、その調査区に所在する従業者19人以下の小売事業所が調査対
象となる。（指定調査区調査）

内容

●調査期日：毎年度、毎月末日に実施
●調査員：1人
●調査員の選任方法：一年間を通して毎月の調査のための登録調査員を充てる。
●主要調査事項
　ア　事業所名及び事業所所在地
　イ　月末従業者数
　ウ　月間商品販売額　等
◇集計結果の公表：毎月次公表（当月分調査は速報値を翌月末に、確報値（月報）を翌々月中旬に公表。
前年の調査の年報は調査翌年の6月に公表）

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法（指定統計64号）商業動態統計調査規則
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 28 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

森 内線

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-02 商業動態統計調査

業務 財務 人事

事務事業名 商業動態統計調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-17 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体が処理する事務とさ
れ、本調査は小売店を対象に、販売活動の面から景気の動向を把握するた
め継続実施しなければならない。

引き続き、調査協力が得られるよう
取り組み、円滑な事業執行を図る。

調査に協力を得られるように何度も
何度も丁寧に訪問した結果協力が得
られた。

引き続き調査協力が得られるよう
円滑な事業執行を図る。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

　一年間、販売額等を調査票に記入するため負担が大きい。調査対象が高齢者で調査票へ記入することが困難
であったり、昨今の経済不況の影響で売上額がわずかであったり、財務面を明かしたくないという強い意志の
事業所が増えている。また、類似した調査があるため何度も調査票を記入している印象で調査自体に嫌悪感を
抱いているケースもあり、調査協力が得られにくくなってきている。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

役務費 郵便料 3役務費 郵便料 1
需用費 消耗品費 15

20 旅費 調査員費用弁償 22
需用費 消耗品費 4 役務費 郵便料 1
旅費 調査員費用弁償 20 旅費 調査員費用弁償

報酬 調査員報酬 394報酬 調査員報酬 332 報酬 調査員報酬 337
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

（公立・私立）
学校数（公立・私立） 60 62 62 62 62 62 62

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
1,934 0一般財源 4,592 5,241 4,136 626 2,486

その他

35都 統計調査等区市町村交付金 22 22 26 22 28 29

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 4,614 5,263 4,162 648 2,514 1,963 35

10 40 30
1,024③減価償却費 1,888 2,488 2,098 338 1,300

②人件費等 2,704 2,754 2,038 289 1,183 913
①決算額（28年度は見込み） 22 21 26 21 31 26 35
予算額 34 34 34 34 35 34 35

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 65 80 65

経過

　従来、本調査は東京都で実施されてきたが、地方分権の実施により平成１３年度から区で実施となった
（公立の幼稚園、小学校、中学校については、東京都知事から東京都教育委員会に事務委任し、区の教育
委員会にて実施してきた）。
　平成１６年度から、公立学校の調査は「学校基本調査電子調査票収集システム」により実施。
　平成１７年度から、希望する私立学校においても「学校基本調査電子調査票収集システム」により実施
することになり、１７年度から６校が実施している。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査の日程　１学校（園）長への調査依頼・調査票配布　４月中旬
　　　　　　２調査票の提出　　　　　　　　　　　　　５月中旬

目的

学校教育行政に必要な基本的事項を明らかにし、学校教育行政の基礎資料を得る。（文部科学省所管）

対象者
等

区立の幼稚園・小学校・中学校、私立の幼稚園・中学校・専修学校・各種学校
不就学学齢児童　区立－幼９、小２４、中１０　私立－幼５、中２、専８、各４

内容

●調査期日：毎年５月１日
①学校調査（学級数、通信教育調査）・学校施設調査・卒業後の状況調査
②不就学学齢児童・生徒調査
公立の幼稚園、小学校、中学校については、区長より教育長へ委任し、教育委員会で調査を実施する。そ
の他は各学校・園長へ依頼。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法、学校基本調査規則
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 23 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

中條 内線 2219

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-03 学校基本調査

業務 財務 人事

事務事業名 学校基本調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-18 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体の処理する事務とさ
れ、本調査は幼稚園、小中学校、各種学校等を対象に、学校教育行政の基
礎資料を得るものであり、継続実施しなければならない。

調査の重要性と、正確・迅速な報告
と「紙回答」から「オンライン回
答」へ移行して、紙調査票の提出を
なくす。

「紙回答」をされている学校に、
「オンライン回答」で提出するよう
周知したので、少しずつ移行してい
る。

調査の重要性と、正確・迅速な報
告と「紙回答」から「オンライン
回答」へ移行し、「紙回答」の提
出をなくす。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

東京都への提出は、紙の調査票によらないことを原則としているので、各学校から統計係への提出は「紙の調
査票による回答」から「オンライン回答」に変更するよう推進している。各学校の事務処理の実情で、「紙の
調査票による回答」から変更しない学校が見受けられる。この場合、統計係で、「オンライン回答」に入力し
ている。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

4 役務費 郵便料 5役務費 郵便料 5 役務費 郵便料
需用費 消耗品等 30需用費 消耗品等 26 需用費 消耗品等 22

節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
1,111 0一般財源 0 0 0 2,926 0

その他

都 統計調査等区市町村交付金 1

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 0 2,927 0 1,111 0

25 0 10
341③減価償却費 0 0 0 845 0

②人件費等 0 0 0 2,079 0 770
①決算額（28年度は見込み） 0 0 0 3 0 0 0
予算額 0 0 0 10 0 0 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 0

経過

５年ごとに実施している商業統計調査の前年に準備事務を行う。平成１９年６月の実施後、本来であれば
２４年度が実施年であるが、経済センサス-活動調査実施の関係で、商業統計調査については、平成２６年
７月に経済センサス基礎調査と同時実施となった。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

経済産業省のリスト照合及び必要に応じて現地調査を行う。

目的

商業統計調査を円滑に実施するため、前年に準備事務を行う。

対象者
等

卸・小売業を営む事業所

内容

経済産業省のリストとの照合により、調査客体の所在を確認し、指導員・調査員候補者の推薦を行う。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 26 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

遠藤 内線 2218

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

業務 財務 人事

事務事業名 商業統計調査準備事務
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-19 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体の処理する事務とさ
れ、商業統計調査を円滑に実施するための準備であり、継続実施しなけれ
ばならない。

登録調査員を配置する調査区を増や
す。

事業未実施 登録調査員を配置する調査区を増
やす。（28年度は事業未実施）

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

対象事業所が偏在するため町会境界に沿った調査区の設定が困難である。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

未実施未実施 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
○ 法令基準内 ○ 都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

対象者数 未実施 37 未実施 未実施 未実施 未実施
26年度 27年度 28年度実

績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
0 939一般財源 0 8,424 0 0 0

その他

都

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 8,424 0 0 0 0 939

0
③減価償却費 0 0
②人件費等 0 7,622 0 0
①決算額（28年度は見込み） 0 802 0 0 0 0 939
予算額 0 1,462 0 0 0 0 939

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 90 0

経過

昭和４５年度より実施され、平成２３年度で１６回目となる。平成２３年度は１０月３１日（月）サン
パール荒川にて実施。次回は平成２８年１０月２１日（金）に同所にて実施の予定である。

必要性

各種統計調査に従事する統計調査員の士気の高揚を図り、統計調査の円滑な実施と統計の普及向上のため
必要性は高い。

実施
方法

1直営

表彰式にて区長から功労者代表に感謝状等を贈呈する。式後、懇親会を開催。　出席者　①特別来賓：区
議会正副議長、福祉・区民委員会正副委員長、連合町会長　②一般来賓：功労者関係町会長

目的

各種統計調査に従事する統計調査員の士気の高揚を図り、統計調査の円滑な実施と統計の普及向上を目指
す。

対象者
等

・調査員として統計業務に１０回以上従事した者。
・統計調査の趣旨を理解し、統計調査員の模範としてふさわしい者。

内容

表彰式において、功労者に感謝状及び記念品を贈呈し、感謝の意を表す。
国勢調査実施の翌年度に実施（直近は平成２３年１０月３１日実施）

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 45 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

神永 内線 2219

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-02-02 統計功労者感謝のつどい

業務 財務 人事

事務事業名 統計功労者感謝のつどい
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-20 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

推進 推進

統計調査員の士気の高揚と統計調査の円滑な実施に役立っており、優先度
は高い。

事業未実施 事業未実施 調査従事を労い感謝する気持ちを
きちんと伝えられるよう、準備を
早めかつ入念に行い、余裕ある運
営ができるようにする。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

次第に調査環境の厳しさが増していく中で長年調査に携わってきた調査員の労をねぎらい、次回以降の調査に
も従事する意思が醸成されるよう配慮された表彰式や懇親会を実施することで、調査の精度を維持していくこ
とが目的となる。

他
区
の
実

施
状
況

実施 0 22 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

使用料等 会場使用料 39
委託料 看板製作 119
役務費 郵便料 24
需用費 つどい賄外 757未実施 未実施

節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

106,574人員（女） 102,495
人員（男） 100,801 104,944
人員（合計） 203,296 211,518
世帯数 96,161 101,752

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
68,277 0一般財源 60,918 1,158 0 0 3,293

その他

都 統計調査等区市町村交付金 104,054 106,045

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 164,972 1,158 0 0 3,293 174,322 0

30 810
27,645③減価償却費 18,360 311 0 975

②人件費等 42,590 847 0 2,318 42,795
①決算額（28年度は見込み） 104,022 0 0 0 0 103,882 0
予算額 137,602 0 0 0 0 160,183 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 632 10 0

経過

大正９年より実施。平成２７年調査で２０回目。周期：５年ごと。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

（２７年日程）　調査員説明会（８月下旬）→調査票配布（９月上旬～）→同回収（１０月上旬）→調査
票等の提出及び区審査（１０月中旬～）→都へ調査票提出（１２月上旬～３月下旬・計３回）

目的

区内の人口・世帯数を調査し、年齢別、男女別、職業別等の人口構成・世帯構成及び経済構成を把握し、
各種行政施策の基礎資料とする。（総務省所管）

対象者
等

調査期日の１０月１日午前零時現在に常住する者
ただし、外国政府の外交使節団、領事機関の構成員及び外国軍隊の軍人・軍属とこれらの家族を除く。

内容

【平成２７年度実績】
調査員１，６１１名・指導員２０９名（無人調査区を除く：調査員一人当り平均６０世帯を調査）
調査員の選任方法
１ 一般調査区：大半は町会長へ推薦を依頼。町会未加入の集合住宅等は管理組合等に推薦を依頼。
２ 特別調査区：福祉施設、寮、病院、簡易宿泊所等の施設関係者に調査員の推薦を依頼する。
指導員の選任方法―登録調査員と区職員から選ぶ。
調査事項 ア 世帯員に係る事項(氏名、性別、出生年月、世帯主との続柄、配偶関係、国籍、就業
　　　　　　状態、勤め先・業種などの名称、事業の内容、本人の仕事の内容、従業地または通学地)
　       イ 世帯に関する事項(世帯の種類、世帯員の数、住居の種類、住宅の床面積、住宅の建て方)
集計結果：２８年２月人口速報集計公表。２８年１０月人口等基本集計確報公表。その他については集計
が完了したものから順次公表される。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 大正9 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

中村 内線 2218

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

--

業務 財務 人事

事務事業名 国勢調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-21 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体が処理する事務とさ
れ、本調査は区内の全人口、世帯数、人口構成、経済構成等を把握するた
め継続実施しなければならない。

調査員、指導員、回答者が常に情報
を共有しながら調査を実施する。

調査員との連絡について、電話や直
接調査員宅に訪問し、調査に関する
不明点の解決や、不足資料の提供を
することができた。

確報が出るまでの疑義照会を、適
切に処理する。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

（１）高齢化等の要因により、調査方法や調査地域に精通した調査員の確保が困難になってきている。
（２）生活形態の多様化により、調査対象世帯との接触が難しいケースが増加している。
（３）集合住宅のオートロック化により、対象世帯との接触が難しくなっている。
（４）オンライン回答や調査票の密封提出、郵送提出の導入等、調査方式もプライバシーに配慮したものへ変
わってきてはいるが、調査員の訪問そのものを望まない世帯も多く、調査への協力が得られにくくなってい
る。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

2,132
使用料等 会場使用料外 934
委託料 用品配送委託外

1,463
役務費 郵便料 812
需用費 消耗品等

7,530
報償費 補助調査員 405
賃金 臨時職員賃金

未実施未実施 報酬 指導員・調査員報酬 90,606

節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

調査区 23
調査世帯 345

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
0 0一般財源 0 0 8,620 0 0

その他

都 統計調査等区市町村交付金 998

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 9,618 0 0 0 0

0
③減価償却費 0 0 2,582 0
②人件費等 0 0 6,054 0
①決算額（28年度は見込み） 0 0 982 0 0 0 0
予算額 0 0 1,536 0 0 0 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 80

経過

昭和31年の第1回調査以来、昭和57年度までは3年ごとに実施されてきた（昭和52年のみ2年目実施）。昭和
57年以降は5年ごとに実施され、平成24年度で16回目（結果公表25年7月）。次回は29年10月1日実施予定。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査の日程　１  調査員説明会  ８月下旬 　　　 ２ 調査票等の配布　９月下旬
　　　　　　３  調査票の提出１０月下旬　　  　４ 調査票の審査　１１月

目的

国民の就業・不就業の状態を明らかにし、全国及び地域別の就業構造に関する基礎資料を得ることを目的
とする（総務省所管）。

対象者
等

国勢調査の調査区から第1次抽出単位として調査区を抽出し、第2次抽出単位として抽出された調査区内の
世帯に常住する世帯主及び15歳以上の世帯員（24年度は23調査区345世帯）。

内容

●調査期日：10月1日（5年周期）
●調査員数11人、指導員数2人（平成24年度実績）
●調査員選任方法：調査区域が、町会の区域を跨るため、登録調査員から選任する。
●指導員選任方法：登録調査員から選任する。
●主要調査事項　　 15歳以上の世帯員に関する事項
(氏名、男女の別、出生の年月、世帯主との続柄、配偶者の関係、調査時の1年前の常住地、在学・
卒業等教育の状況、就業状態、所属の事業所の名称・経営組織及び事業の種類、所属の企業全体の
従業者数、仕事の種類、従業上の地位、主な仕事からの年間収入、継続就業年数、副業に関する事項他)
※育児、介護の状況
※東日本大震災の影響（※印は24年度調査から）
　イ　世帯に関する事項　　　（年齢別世帯員数、収入の種類、年間収入）

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 31 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

神永 内線 2219

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

業務 財務 人事

事務事業名 就業構造基本調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-22 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体が処理する事務とさ
れ、本調査は全国・地域別就業構造に関する基礎資料を得るため継続実施
しなければならない。

事業未実施 事業未実施 事業未実施

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

調査員は、準備調査で担当調査区内の全世帯を訪問し、世帯名簿を作成する。
その後、本調査において、区より指定された世帯に調査の協力をお願いし、調査票を配布するが、昼間不在世
帯やオートロックマンションが多い状況の中では、調査員の負担が大きい。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

未実施未実施 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

指導員数 29
調査区数 317

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
0 0一般財源 0 0 8,881 0 0

その他

都 統計調査等区市町村交付金 929

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 9,810 0 0 0 0

0
③減価償却費 0 0 2,904 0
②人件費等 0 0 5,769 0
①決算額（28年度は見込み） 0 0 1,137 0 0 0 0
予算額 0 0 1,987 0 0 0 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 90

経過

昭和２３年から「住宅統計調査」（平成１０年より住宅・土地統計調査に改称）が５年周期で実施されて
いるが、その前年に調査区域を明確にし、調査の円滑な実施を図ることを目的に行なわれてきた。直近の
本調査は２５年度（平成２５年１０月１日）に実施され、次回は平成３０年度（平成３０年１０月１日）
実施予定。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査日程(２５年実績） １指導員説明会　１月１１日　　２単位区の実地調査　１月１２日～２月７日
３単位区設定図等の提出　２月８日　　４関係書類の都への提出　３月８日

目的

住宅・土地統計調査（指定統計１４号）の調査地域を明確にし、調査の円滑な実施と結果精度の向上を図
るため調査単位区を設定する。

対象者
等

直近の国勢調査調査区を抽出単位として、総務大臣が指定する調査区（指定調査区）の全住戸数（直近の
国勢調査以降に新たに建設された住宅も含む）

内容

●調査期日：「住宅・土地統計調査」実施年の前年度の２月１日（平成３０年２月１日実施予定）
●指導員数：２９人（平成２４年度実績）
●指導員の選任方法：町会の区域を跨るため、登録調査員を充てる。
●設定の方法
　ア　指導員が指定調査区を実地調査し、調査区ごとの全住戸数の確認と調査区情報を収集する。
　イ　住戸数が５０以下の場合は、その全域を１単位区とし、住戸数が５０を超える場合は、住戸数に
　　　応じた数の単位区に分割を行なって単位区を設定し、単位設定図を作成する。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 23 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

神永 内線 2219

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

業務 財務 人事

事務事業名 住宅・土地統計調査単位区設定事務
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-23 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体の処理する事務とさ
れ、本調査は住宅・土地統計調査を円滑に実施するための事務であり、継
続実施しなければならない。

事業未実施 事業未実施 事業未実施

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

　本調査事務における指導員の担当調査区については、町会区域を跨り、また複数調査区を受け持つという関
係上、登録調査員を充てることとなるが、その人数確保が難しい。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

未実施未実施 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

対象事業所件数 1,961
26年度 27年度 28年度実

績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
1,111 0一般財源 0 0 0 0 2,816

その他

都 0 0

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 0 0 2,816 1,111 0

30 10
341③減価償却費 0 0 0 975

②人件費等 0 0 0 1,841 770
①決算額（28年度は見込み） 0 0 0 0 0 0
予算額 0 0 0 0 7,865 70

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 0

経過

　昭和２４年に調査を開始、昭和２７年まで毎年、以後昭和５１年までは２年ごとに、それ以降平成９年
までは３年ごとに実施されてきたが、平成１４年調査から５年ごとに実施されることとなり、平成１９年
調査で３０回目（事業所・企業、サービス業との同時調査（２回）を含む）の調査である。
　なお、経済センサス-活動調査-の実施に伴い２１年簡易調査は中止となり、その次の調査についても平
成２４年度の実施から２６年７月の実施（経済センサス基礎調査と同時実施）に変更となった。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

【調査員調査】調査員が調査票を配布・回収、【本社等一括調査】郵送で本社等に調査票を送付し郵送で
回収（両調査方法ともオンライン回答も可能）

目的

商店の分布状況や販売活動の実態などを明らかにし、これらに関する施策の基礎資料を得る。（経済産業
省所管）

対象者
等

日本標準産業分類に掲げる大分類Ｊ　卸売・小売業に属する全事業所

内容

●調査期日：６月１日
●調査員数135人・指導員数８人
●調査員選任方法：町会長に推薦依頼を行い、一部、町会の区域を跨る調査区は、登録調査員を充てる。
●指導員選任方法：登録調査員から選任する。
●主要調査項目
　ア）事業所の名称及び所在地、イ）経営組織、ウ）従業員数等
　エ）年間商品販売額、商業以外の収入額、オ）セルフサービス方式の有無
　カ）売場面積、キ）企業全体の事業所数、従業員数、年間商品販売額

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 24 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

遠藤 内線 2218

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

--

業務 財務 人事

事務事業名 商業統計調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-24 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 推進

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体の処理する事務とさ
れ、商店の分布状況や販売実態を明らかにする調査であり、今年度は準備
事務を行っており、平成30年度の実施に向けて優先度は高い。

調査員が向かう前に国から各事業所
へ依頼文を郵送してもらう。

未実施 調査員が向かう前に国から各事業
所へ依頼文を郵送してもらう。
（28年度は事業未実施）

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

年間の商品販売額を商品別に記入し、店頭販売や訪問販売などの商品販売形態等を記入する必要があるなど、
調査内容が詳細なため調査の協力を得るのは困難である。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

未実施経済センサス基礎調査と同時実施 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ●臨時職員 ）

（単位：千円）

調査住戸 5,389
調査区 317

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
0 0一般財源 0 1,158 0 31,767 549

その他

都 統計調査等区市町村交付金 9,583

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 1,158 0 41,350 549 0 0

315 5
③減価償却費 0 311 0 10,647 163
②人件費等 0 847 0 21,317 386
①決算額（28年度は見込み） 0 0 0 9,386 0 0 0
予算額 0 0 0 11,233 0 0 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 10 0

経過

住宅統計調査及び土地統計調査は、平成５年まで個別に実施されてきたが、平成１０年から住宅と土地の
統合的な調査に再編成され、平成２５年度で４回目の実施（統合前を含めると１４回目）。次回は、平成
３０年度実施予定。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査の日程： １ 調査員説明会９月上旬  ３ 調査書類区回収１０月中旬
　  　   　　２ 調査票の配布９月下旬  ４ 調査書類審査　１０月下旬

目的

住宅、土地の保有状況及び世帯の居住状況等の実態を調査し、その現状と推移を全国及び地域別に明らか
にする。周期は５年（総務省所管）

対象者
等

直近の国勢調査調査区の中から全国平均約４分の１の調査区を抽出し、その調査区から単位区を設定し、
単位区内から調査対象住戸を抽出する。全国平均では全世帯数の約１０分の１の割合の世帯が対象とな
る。（※平成２５年調査　３１７調査区、５，３８９住戸より１調査区１７住戸を抽出）

内容

●調査期日：１０月１日
●調査員：１２８名・指導員２２名（平成２５年調査の実績）
●調査員の選任方法：町会長に推薦依頼を行い、一部、町会の区域を跨る調査区は登録調査員を充てる。
●調査員一人当り２調査区３４戸または３調査区５１戸を担当（平成２５年調査の実績）
●指導員の選任方法：登録調査員から選任する。
●主要調査事項
　１　建物の構造　　　　　２住宅の建て方、種類 　 ３建設時期、床面積、建設面積、敷地面積
　４　設備に関する事項　　５所有の関係　　　　　　６世帯の種類、世帯構成※甲調査区
※甲調査・・・住宅・土地のみの調査
乙調査・・・住宅・土地のほかに所有している住宅等も対象。比率は甲調査5/6に対し乙調査1/6。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 23 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

神永 内線 2219

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

業務 財務 人事

事務事業名 住宅・土地統計調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-25 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により指定統計は地方公共団体の処理する事務とさ
れ、本調査は住宅、土地の保有状況及び世帯の居住状況に関する基礎資料
を得るものであり、継続実施しなければならない。

事業未実施 事業未実施 事業未実施

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

調査項目が多く、しかも個人情報に関わるものが多いことなどにより、抽出された世帯の協力を得ることが難
しい。世帯名簿の作成から調査対象世帯の決定までの期間が短く、不在などにより把握できない世帯が多いこ
とが予想され、調査員の負担が大きい。
なお、２５年度の調査からオートロックマンション等の調査が困難な調査区については、そのような場所に精
通した調査員を国から派遣することを検討したが、成果はあまりなかった。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

未実施未実施 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
4,448 0一般財源 0 0 0 2,938 0

その他

都 統計調査等区市町村交付金 1 73

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 0 2,939 0 4,521 0

25 0 40
1,365③減価償却費 0 0 0 845 0

②人件費等 0 0 0 2,079 0 3,078
①決算額（28年度は見込み） 0 0 0 15 0 78 0
予算額 0 0 0 79 0 896 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 0

経過

平成２１年度に基礎調査を、平成２３年度（２４年２月１日基準）に活動調査を実施。平成28年経済セン
サス活動調査(平成28年6月実施予定）のため、準備作業は前年の平成27年度に実施。

必要性

統計報告調整法に基づく統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査区の区割りを作成する。
町会連合会会議にて調査員の推薦依頼を行なうための書類等作成。

目的

経済センサス基礎調査及び経済センサス活動調査の実施にあたり、統計調査員の確保などを行い、調査に
支障のないよう準備を行う。

対象者
等

農林漁業に属する個人経営の事業所、家事サービス業及び外国公務に属する事業所、国・地方公共団体の
事業所を除くすべての事業所（一部事業所については国の直轄調査にて実施）

内容

調査区を調査員に配分するための区割りを作成する。
各町会長に調査員の推薦依頼の準備を行う。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計報告調整法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 20 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

遠藤 内線 2218

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

--

業務 財務 人事

事務事業名 経済センサス準備事務
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-26 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計報告調整法第１条に規定する行政事務の効率化を図ることを目的に実
施する経済センサスを実施するには欠かせない事務である。

登録調査員を配置する調査区を増や
す。

前回より登録調査員を増員した。 連絡メモの製作委託をする。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

町会への調査員推薦において、調査員のなり手がいないため、多くの調査員を推薦することが難しいとの話が
町会からあり、調査員不足が懸念される。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

16役務費 郵便料
未実施未実施 需用費 消耗品費 62

節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
1,111 0一般財源 0 5,761 1 585 1,718

その他

30都 統計調査等区市町村交付金 29 28 18 0 0

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 5,790 29 603 1,718 1,111 30

5 20 10
341③減価償却費 0 1,555 0 169 650

②人件費等 0 4,235 0 416 1,068 770
①決算額（28年度は見込み） 0 0 29 18 0 0 30
予算額 0 0 33 29 30 30 30

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 50 0

経過

事業所・企業を対象とする調査の調査区設定は、既に設定されているが、経済センサスを実施するに当
り、新たに行政記録等の情報から追加した調査対象事業所や本社一括調査の導入により、調査区の設定を
新たに行う。平成21年7月及び同26年7月に基礎調査を、平成24年2月に活動調査を実施。平成28年6月に活
動調査を実施。

必要性

統計報告調整法に基づく統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

統計係職員が、調査区の変更情報資料等により処理をし、都へ提出する。

目的

●経済センサスの実施にあたり、統計調査員の担当地域を明確にし、調査の重複、脱漏を防ぎ、もって調
査の正確な実施を図る。
●必要な修正を行うことにより、事業所または企業を対象とする各種統計調査実施の基礎資料としての利
用に供する。

対象者
等

全事業所・企業

内容

●基準日：活動調査（6月1日）、基礎調査（7月1日）
●調査区は原則固定であるが、①区画整理、道路等の新設及び調査区内の企業数が著しく増減した場合②
地方公共団体の名称変更など市区町村相互間の変更があった場合③調査区内の住所情報の変更があった場
合には、調査区管理修正書類を作成する。
●調査区が変更になった事業所及び登記簿等の行政記録から追加された事業所などについて、総務省統計
局において調査区同定を行った結果、同定できなかった事業所の調査区について確認をする。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計報告調整法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 20 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

遠藤 内線 2218

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-04 経済センサス調査区管理事務

業務 財務 人事

事務事業名 経済センサス調査区管理事務
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-27 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計報告調整法第１条に規定する行政事務の効率化を図ることを目的に実
施する経済センサスの正確な実施を期するため必要である。

調査区境界と町会境界が違うために
町会調査員の推薦がない調査区は登
録調査員を配置する。

調査区境界と町会境界が違うために
町会調査員の推薦がない調査区に登
録調査員を配置した。

町会の境界でも道路でもない場所
で区切られた調査区の境界を近隣
の道路に変更する。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

調査区設定の基本は町丁で区切ることが原則であるが、町会に依頼するなど町丁で区切ることが困難な場合
は、町会に合わせて設定してもよいとされた。しかし、調査区の設定は明確な道路等を境界にしなければなら
ないとされ、町会の境界が明確な道路によらないものも多々あるので、町会に調査員の推薦依頼をした際に推
薦者を出していただけるかという懸念がある。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

役務費 郵便料 1
需用費 消耗品費 29

節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

総事業所数 11,217 11,578
調査区数 532 532 532

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
0 10,721一般財源 0 28,275 10,339 0 5,887

その他

都 統計調査等区市町村交付金 9,666 242 8,714

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 37,941 10,581 0 14,601 0 10,721

60
③減価償却費 0 9,081 2,904 1,951
②人件費等 0 19,560 7,435 4,158
①決算額（28年度は見込み） 0 9,300 242 0 8,492 0 10,721
予算額 0 23,931 496 0 16,231 0 10,721

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 292 90

経過

経済センサスは、これまでの経済に関する統計調査が分野ごとに異なる年次や周期で実施され、経済全体
像を包括的にとらえることが難しかったことから、全産業を同じ時点で網羅的に調査するため、従来の関
連調査を統廃合し、新たに創設された。平成21年7月に基礎調査を実施し、第1回目の活動調査は平成24年2
月1日を基準日とし実施された。平成28年6月に活動調査を実施。周期は5年（次回の基礎調査は平成31年7
月予定）。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査員調査…調査員による回収もしくはオンライン調査
本社等一括調査…郵送回収またはオンライン調査　　乙調査…オンライン調査

目的

全産業分野における事業所及び企業の経済活動の実態を全国及び地域別に明らかにするとともに、事業所
及び企業を調査対象とする各種統計調査の制度向上に資する母集団資料を得ることを目的とする。経済セ
ンサス－活動調査は、経済センサス－基礎調査として区内のすべての事業所・企業の所在地把握を主目的
として行った調査に基づきを実施する。(経済産業省所管）

対象者
等

区内のすべての事業所・企業

内容

●調査期日：6月1日（活動調査）7月1日（基礎調査）
●調査員：127人・指導員11人（平成28年活動調査時）
●調査員の選任方法：町会長に推薦依頼を行い、一部、町会の区域を跨る調査区は登録調査員を充てる
●1調査区あたり約70事業所を担当する。指導員は原則13調査員に1人配置。
●指導員選任方法：登録調査員から選任する（ただし、同調査において調査員に任命されている者は除
く）
●主要調査事項
　○事業所の名称、所在地、連絡先　○事業所の事業の種類及び業態
　○経営組織　○本所・支所の別、本社・本所の名称、所在地
　○事業所の開設時期　○事業所の従業者数　○資本金　○売上高（総額）
●集計結果：速報値平成29年6月末日　確報値平成29年11月以降順次公表

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 21 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

遠藤 内線 2218

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-05 経済センサス（活動調査）

業務 財務 人事

事務事業名 経済センサス
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-28 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により、基幹統計は地方公共団体が処理する事務とさ
れる。全産業の経済活動の実態を把握する調査であり必要である。

登録調査員を配置する調査区を増や
す。
調査自体の存在を周知させる。

未実施 HPや区報、区営掲示板を使用し調
査自体の存在を周知させる。登録
調査員を配置する調査区を増や
す。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

調査内容が複雑であり、調査対象者の個人情報保護意識が強いことから、未回収・拒否が10%程度発生してい
る。
また、町会から調査員のなり手がいない、との報告を受けている。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

使用料等 会場使用料 39
委託料 関連事務委託 69使用料等 会場使用料 31
役務費 郵便料 445
需用費 消耗品等 268

役務費 郵便料 267
需用費 消耗品等 63

旅費 指導員・調査員費用弁償 338
賃金 臨時職員 863

旅費 指導員・調査員費用弁償 216
賃金 臨時職員 360

報酬 指導員・調査員報酬 8,699報酬 指導員・調査員報酬 7,555 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

調査区数 2100 2096
26年度 27年度 28年度実

績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
2,222 0一般財源 0 0 0 0 7,238

その他

都 統計調査等区市町村交付金 530

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 0 0 7,768 2,222 0

75 20
683③減価償却費 0 0 0 2,438

②人件費等 0 0 0 4,840 1,539
①決算額（28年度は見込み） 0 0 0 0 490 0 0
予算額 0 0 0 0 630 0 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 0

経過

統計法に基づく国勢調査令により、大正９年実施の第１回国勢調査のため、大正７年から調査区設定事務
を行っている。平成２７年国勢調査の前年である平成２６年度に実施。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

・統計係職員による現地踏査及び基本単位区・調査区の修正等に基づき、調査区地図及び調査区一覧を作
成。

目的

国勢調査の実施に先立ち、その前年度に調査員の担当区域を明確にし、調査の重複、脱漏を防ぎ、調査を
円滑に実施する。

対象者
等

前回の国勢調査基準日（１０月１日）以降に建築された集合住宅及び現在建築中の住宅が対象となり、区
内全域を現地踏査する。

内容

前回の平成２２年国勢調査以降に建設された市街地再開発住宅や大規模マンション等の確認漏れをなく
し、適切な調査区設定を行う。調査期日：１０月１日。１調査区当り平均５０世帯に設定する。
１　準備事務
　ア　直近に実施した国勢調査調査区関係書類の確認
　イ　公営住宅、公団、公社住宅の配置図の用意
　ウ　住民基本台帳関係資料の用意
２　コンピュータ出力地図の作成
３　現地踏査（統計係職員による区内全域踏査）
４　背景地形図等の作成（現地踏査によりコンピュータ出力地図との確認）
５　基本単位区の点検・修正

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 大正7 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

中村 内線 2218

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-76 国勢調査調査区設定

業務 財務 人事

事務事業名 国勢調査調査区設定事務
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-29 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

国勢調査を実施するための準備作業として必要である。

未実施 平成26年度の調査区設定により、平
成27年度中に問題はなかった。

大規模マンション等の情報収集を
行う。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

　国勢調査調査区設定は、調査基準日（１０月１日）の１年前に行うので、住宅や施設の状況が変化して、調
査区番号の欠番が生じたり、調査区番号（後置番号）の修正が必要となるなどの問題点がある。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

役務費 郵便料 19
需用費 消耗品等 111

未実施賃金 臨時職員 359 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

指導員 1
調査員 2
単身の世帯数 2
二人以上の世帯数 22

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
0 0一般財源 0 0 0 0 5,453

その他

都 統計調査等区市町村交付金 880

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 0 0 6,333 0 0

50
③減価償却費 0 0 0 1,626
②人件費等 0 0 0 3,863
①決算額（28年度は見込み） 0 0 0 0 844 0 0
予算額 0 0 0 0 1,620 0 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 0

経過

昭和３４年に始まり、以後５年周期に実施され、平成２６年調査で１２回目であった。次回は平成３１年
度実施予定。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

調査日程　調査員説明会（７月中旬）→調査区内世帯名簿作成及び都への提出=対象世帯選定（８月中旬）
→調査票類の配布、回収、審査、及び都への提出（９～１２月）→礼状の配布：１２月上旬

目的

国民生活の実態について，家計の収支及び貯蓄・負債，耐久消費財，住宅・宅地などの家計資産を総合的
に調査し，全国及び地域別の世帯の消費・所得・資産に係る水準，構造，分布などを明らかにすることを
目的とした調査である。（総務省所管）

対象者
等

すべての世帯のうち，総務大臣の定める方法により選定された世帯を対象とし，二人以上の世帯と単身世
帯とに分けて調査を実施する。平成２６年調査は、二人以上の世帯は２２世帯、単身世帯は２世帯を調査
した。

内容

５年周期で実施される。平成２６年の実施内容は、以下のとおり。
調査期日：二人以上の世帯は９月～１１月の３ヶ月、単身世帯は１０月～１１月の２ヶ月
調査員２名―登録調査員から選任。指導員１名―統計調査指導員経験者から選任。
調査事項
１　世帯票（９月１日現在）（１）世帯属性（世帯員別、性別、年齢、勤務先等）
　　　　　　　　　　　　　（２）住居に関する事項（住宅の建て方、構造、所有関係等）
２　家計簿（２種類）　　　（１）［家計簿Ａ］収入と支出を記入（９月、１０月）
　　　　　　　　　　　　　（２）［家計簿Ｂ］収入と支出と購入先を記入（１１月）
３　耐久財等調査票（１０月末現在）　主要耐久消費財、自動車・自動二輪車など資産に関する事項
４　年収・貯蓄等調査票（１１月末現在） 年間収入、貯蓄現在高、借入金残高などに関する事項

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 34 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

神永 内線 2219

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-79 全国消費実態調査

業務 財務 人事

事務事業名 全国消費実態調査
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-30 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により基幹統計は地方公共団体が処理する事務とさ
れ、本調査は世帯の消費実態を明らかにするため実施の必要がある。

調査対象世帯に対して、調査員が、
十分な説明を行えるよう、引き続き
指導していく。

未実施 未実施

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

調査対象となった世帯は、３か月間（単身世帯は２か月間）毎日、家計簿調査票に支出品目やその金額、収入
等を記入するほか、世帯票や耐久財等調査票、年収・貯蓄等調査票の記入もするので、世帯の負担が非常に大
きい。また、収入や支出内容、そして貯蓄や持ち物に至るまでの広範囲な個人情報が調査の対象となること
が、調査対象となる世帯に依頼する時の調査員の負担ともなっている。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

役務費 郵便料 1
需用費 協力者謝礼物品 142
旅費 指導員・調査員費用弁償 58

未実施報酬 指導員・調査員報酬 643 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

指導員数 1
調査員数 5

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
0 0一般財源 0 0 0 585 1,096

その他

都 統計調査等区市町村交付金 0 96 0

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 0 0 0 585 1,192 0 0

5 10
③減価償却費 0 0 0 169 325
②人件費等 0 0 0 416 773
①決算額（28年度は見込み） 0 0 0 0 94 0 0
予算額 0 0 0 20 237 28 0

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 0 0 0

経過

昭和２５年２月以来、ＦＡＯ（国際連合食糧農業機関）が策定する要綱に基づき西暦末尾が０の年に国際
的に実施される「世界農林業センサス（旧『世界農業センサス』）」と、日本が独自に西暦末尾が５の年
に実施する「農林業センサス（旧『農業センサス』）」とが、５年毎に入れ替わり実施されている。直近
の調査は平成２６年度（平２７．２．１）に実施された「２０１５年農林業センサス」である。

必要性

統計法で定められた統計調査のため必須。

実施
方法

1直営

区で推薦し都に任命された調査員が調査票を配布・回収。
指導員・区職員が回収した調査票を審査し都に提出する。

目的

農林業の実態を明らかにし、農林業行政に係る諸施策及び各種統計調査に必要な基礎資料を整備する。
（農林水産省所管）

対象者
等

農林業経営体（※荒川区においては、現在は山林保有者《林業事業体》のみ）

内容

●調査期日：準備作業１２月１日　本調査２月１日
●調査員５人　指導員１人（※2015年調査実績）
●調査員及び指導員は、調査区が広範囲となるので登録調査員から選任する。
●主要調査事項
　ア　保有山林面積とその内訳
　イ　林業労働
　ウ　林作業の委託
　エ　林産物の販売

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 22 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

神永 内線 2219

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

--

業務 財務 人事

事務事業名 農林業センサス
部課名 区民生活部区民課 課長名 秦野

担当者名

主要事業 事務事業コード 03-01-31 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

統計法施行令第８条により基幹統計は地方公共団体が処理する事務とさ
れ、本調査は農林業の実態を明らかにするため継続して実施の必要があ
る。

事後報告会や準備事務説明会等にお
いて報酬増額及び調査手順の簡素化
を要望する旨伝えていく。

未実施 未実施

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

・報酬が他の統計調査に比べて著しく低く、調査員のなり手が少ない。
・調査手順が非常に煩雑なうえ、調査項目が詳細なため調査対象からの協力が得られにくい。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

役務費 郵便料 1
需用費 消耗品等 2
旅費 指導員・調査員費用弁償 20

未実施報酬 指導員・調査員報酬 71 未実施
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ○ ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

67 80④医療関係施設監視件数 106 76 71 70 92
③医師等免許経由事務 255 262 380 440 477 412 412
②医師等の調査(隔年) 3051 ‐ 3051 ‐ 3,151 - 3,151
①人口動態調査（件） 5,846 5,648 5,666 5,854 5,834 5,786 6,000

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
35,342 -23 一般財源 36,802 38,528 21,230 39,015 36,446

106 133 89 158その他 衛生手数料
740都 衛生調査費（都支出金） 583 420 465 146 396 394

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 37,385 38,948 21,695 39,267 36,975 35,825 875

380 380 360
12,287③減価償却費 10,748 11,974 5,970 12,844 12,354

②人件費等 26,039 26,574 15,283 26,181 24,110 23,053
①決算額（28年度は見込み） 598 400 442 242 511 485 875
予算額 754 723 567 412 856 557 875

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 370 170 185

経過

１　人口動態調査・・・明治５年開始、医療施設動態調査・・・昭和４８年開始
２　医師、歯科医師及び薬剤師等の調査・・・昭和２３年開始。
３　医師等免許経由事務・・・昭和５０年より都知事から区長への委任事務、平成１２年改正され区の事
務となる。
４　医療監視事務・・・平成１２年度、地域分権一括法により、医療法等に関わる事務が区の自治事務に
位置づけられる。
※平成23年衛生統計調査費他３事業統合　※１７～２２年度決算額＝衛生統計調査事業のみ

必要性

区民の健康の向上や子育てに関係する施策の参考資料となるデータを調査するものであり必要性は高い。

実施
方法

直営

国民生活基礎調査、２１世紀成年者縦断調査、中高年者縦断調査及び社会保障・人口問題基本調査は、調
査員（非常勤職員）により実施、人口動態調査等については常勤職員で実施

目的

根拠法令等に基づき、人口動態調査や医療施設動態調査をはじめ厚生労働省から指定された各種調査を行
い、厚生労働行政施策及び公衆衛生行政の基礎資料を得る。

対象者
等

人口動態調査・・・・戸籍法に基づく届出者（出生・死亡・死産・婚姻・離婚）
各種調査・・・・・・無作為に抽出された世帯（世帯員）、指定調査区の該当者、医療従事者等

内容

１　人口動態調査・・・出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出に基づく調査票の審査・照会及び取りま
      とめ、東京都へ送付。※他調査　医療施設調査等(１０調査)
２　医師、歯科医師及び薬剤師等の調査・・・厚生労働行政、医療行政及び公衆衛生行政の基礎資料を
　　　得ることを目的に、２年毎に、医師法、歯科医師法、薬剤師法、保健師助産師看護師法、歯科衛
　　　生士法、歯科技工士法に基づき、各医療従事者の現況を調査する。
３　医師・薬剤師・看護師及び調理師等免許の経由事務・・・医療従事者及び調理師・製菓衛生師免許の
　　　新規登録並びに籍訂正、再交付、籍のまっ消、免許証返納の申請を受理する。
　　　都庁を経由し、厚生労働大臣又は都知事が発行した免許証を申請者に交付する。
４　医療監視事務・・・医療法等に基づく届出等を受けた医療関連施設に対して、業務が法令基準に
　　　適合しているかどうか、その履行状況を踏まえ、監視指導を行う。

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法、人口動態調査令、医師法等
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 22 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

渡邊・鈴木 内線 421

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-05-01 衛生統計調査費

業務 財務 人事

事務事業名 衛生統計調査
部課名 健康部生活衛生課 課長名 東山

担当者名

主要事業 事務事業コード 08-01-04 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

法令等に基づき人口動態や医療施設動態を把握する調査であり、継続実施
する必要がある。

新規及び変更時に医療安全確保の体
制整備について整備状況の確認を行
う。透析診療所について医療法第25
条の立入検査を実施する。

平成26年度開設の施設の体制整備の
状況確認の実施、理解不足が懸念さ
れる施設及び透析診療所へ立入検査
を実施し指導を行った。

新規及び変更時に医療安全の体制
整備について説明し、整備状況の
確認を行う。有床・透析診療所に
ついては3年毎に確認する。

（国民生活基礎調査）
直接本人に面談できるよう、マン
ションの管理会社や管理組合を通じ
て協力を求めていく。

マンション管理組合及び管理会社
に、電話での協力依頼、また調査員
に同行し調査の重要度を説明し、理
解をしてもらった。

調査地区内の集合住宅増加に伴い
調査困難が予想されるが基礎資料
を得る重要な調査のため回収率向
上に向け更に協力を求めていく。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

１国民生活基礎調査など調査員による各種調査については、調査拒否やオートロック式マンションの増加等に
より、調査票の回収が年々減少し、それが調査員の負担増にもつながっており、効果的な調査活動が困難と
なっている。
２平成18年の改正医療法で規定された管理者の責務である医療の安全を確保するための体制の整備（法第6条
の12）について理解できていない施設(新規施設含む)が存在する。また、体制の整備についての形骸化が心配
される。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

医療安全整備体制の自主管理推進
チェックリストの送付・立入検査

医療安全体制整備の状況確認・指
導(件)

21 24 20 10 10

国民生活基礎調査等各種調査(世
帯)

44 52 142 150 150
27年度は小模調査(2地区)
28年度は大規模調査(4地区)

死亡者数の増減により変動する人口動態調査(衛生統計調査)(件) 5,854 5,834 5,786 6,000 6,000

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

役務費 郵送料 186
180 需用費 調査用品等消耗品 287

役務費 郵送料 192 役務費 郵送料 43
需用費 調査用品等消耗品 243 需用費 調査用品等消耗品

報酬 調査員手当 402報酬 調査員手当 76 報酬 調査員手当 262
節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）



No1
○ ● ○ ○

○ （ ○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○ 有 ● 無
● 法令基準内 ○ 都基準内 ○区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

（単位：千円）

住宅用地完成面積調査(件) 85 ― ― ― ― ― ―
建設工事施工統計調査(件) 154 154 158 147 149 141 137
建設工事受注動態統計調査(件) 23 23 22 21 18 18 20

26年度 27年度 28年度実
績
の
推
移

事項名 22年度 23年度 24年度 25年度
6,521 0一般財源 3,085 2,502 3,059 2,339 2,195

178 173 165 193その他 建設工事統計調査費
都

特
定
財
源

国
合計（①＋②＋③） 3,085 2,502 3,059 2,517 2,368 6,686 193

20 20 65
2,218③減価償却費 726 622 807 676 650

②人件費等 2,180 1,694 2,065 1,663 1,545 4,304
①決算額（28年度は見込み） 179 186 187 178 173 164 193
予算額 180 189 189 189 185 196 193

26年度 27年度 28年度
予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

22年度 23年度 24年度 25年度

【事務分担量】（％） 25 20 25

経過

平成12年度～：公共工事着工統計調査と民間土木工事着工統計調査が建設工事受注動態統計調査に統合
平成23年度～：住宅用地完成面積調査が廃止

＜平成27年度調査実績＞
　・建設工事受注動態統計調査　： 18件　（内2件インターネット申請）
　・建設工事施工統計調査　　　：141件　（内3件廃業・転居、内43件拒否、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内2件インターネット申請、内93件 回答あり）

必要性

｢特別区における東京都の事務処理の特例に関する条例｣に基づき、対象事業所が所在する自治体に東京都
が統計調査の実施を委任している事業であり、建設行政のためにも継続して実施する必要がある。

実施
方法

1直営

調査員が調査票を配付・回収し、記載内容を審査のうえ東京都に提出している。

目的

区内の建設業者における建設工事受注高及び就業員数等の現況を調査することにより、国の建設行政・経
済政策・財政政策に必要な基礎資料として活用する。

対象者
等

建設業許可事業者

内容

公共・民間土木工事及び建設工事の年間における実態を調査し、建設行政の基礎資料を作成する。
＜調査方法＞
　・国土交通大臣が東京都知事に調査を委託し、同知事は対象事業所が所在する自治体の首長へ調査
　を委託している。
　・調査員は同知事が任命し、その指揮監督等は当該首長に委任している。
＜調査内容＞
　・建設工事受注動態統計調査　：工事種別、職種別、地域別等受注動向を把握する月次調査
　・建設工事施工統計調査　　　：１年間の事業活動における実態を把握する年次調査
　　　　　　　　　　　　　　　　（完成工事高、受注総額及び就業者数等）

政策 14 積極的な区政情報の発信と信頼される区政の推進
施策 04 統計・調査の推進

実施基準 計画区分

行政評価
事業体系

分野 Ⅶ 計画推進のために

統計法、建設工事統計調査規則
終期設定 年度
開始年度 昭和 平成 28 年度 根拠

法令等

事務事業の種類 新規事業 28年度 27年度

雨宮 内線 2731

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（28年度）

01-01-01 建設工事統計調査費

業務 財務 人事

事務事業名 建設工事統計調査事業
部課名 防災都市づくり部道路公園課 課長名 大木

担当者名

主要事業 事務事業コード 10-05-02 戦略プラン 協働

事務事業分析シート（平成28年度）



No2
予算・決算の内訳

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 未実施 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

事務事業の分類
分類についての説明・意見等

28年度 29年度

継続 継続

土木及び建設工事の年間における実態を調査し、建設行政の基礎資料とす
るため、継続して実施する。

対象事業所に対して、抽出理由及び
調査の重要性を周知するとともに、
回答率を上げるための督促を含めた
方策を検討する。

対象事業所に対して、抽出理由及び
調査の重要性を周知し、回答率を上
げるための督促を行った。

引き続き対象事業所に対して、抽
出理由及び調査の重要性を周知す
るとともに、回答率を上げるため
の督促を含めた方策を検討する。

問題点・課題の改善策

平成27年度に取り組む
具体的な改善内容

平成27年度に実施した
改善内容および評価

平成28年度以降に取り組む
具体的な改善内容

・建設工事等の実態をより正確に反映できるよう、本調査の回答率を更に高める必要がある。

他
区
の
実

施
状
況

実施 22 0 不明 0

回答件数／全件数(廃業･転居を除
く)

建設工事施工統計調査回答率(％) 65 61 67 ‐ 100

25年度 26年度 27年度
28年度
見込み

目標値
(28年度)

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

81 役務費 統計調査用郵便料 103役務費 統計調査用郵便料 92 役務費 統計調査用郵便料
報酬 建設工事統計調査員報酬 90報酬 建設工事統計調査員報酬 82 報酬 建設工事統計調査員報酬 83

節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円） 節 主な事項 金額（千円）

平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（予算）


